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続
・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
実
相
院
本
『
大
雲
寺
縁
起
』
に
つ
い
て

　
　
―
付
、「
大
雲
寺
諸
堂
目
録
」「
当
寺
名
哲
之
系
図
」
翻
刻
―

水
　
口
　
幹
　
記

一
、
本
稿
執
筆
の
動
機
・
目
的

　
は
じ
め
に
、
本
稿
執
筆
の
動
機
・
目
的
を
記
し
て
お
く
。
筆
者
は
、
以
前
「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
実
相
院
本
『
大
雲
寺
縁
起
』
の
紹

介
・
翻
刻
」（
以
下
、
前
稿
）
と
い
う
論
考
を
発
表
し
た
１

。
前
稿
で
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
所
蔵
す
る
永
正
十
七
年
（
一
五
二
〇
）

の
奥
書
を
持
つ
実
相
院
所
蔵
『
大
雲
寺
縁
起
』
の
影
写
本
の
翻
刻
・
読
み
下
し
・
続
群
書
類
従
本
と
大
日
本
仏
教
全
書
本
と
の
校
異
、
及
び
、

解
題
と
若
干
の
『
大
雲
寺
縁
起
』
成
立
に
関
す
る
考
察
を
付
し
た
。
本
縁
起
は
、
現
在
ま
で
の
所
、
実
相
院
で
の
所
蔵
が
確
認
で
き
ず
、
東

大
史
料
編
纂
所
本
を
利
用
し
て
翻
刻
・
紹
介
を
行
っ
た
（
以
下
、
筆
者
紹
介
の
本
縁
起
を
「
東
大
蔵
実
相
院
本
」
と
称
す
）。

　
し
か
し
、
前
稿
発
表
後
す
ぐ
に
知
人
を
介
し
て
、
か
つ
て
同
志
社
大
学
の
廣
田
収
氏
を
中
心
と
し
て
、
実
相
院
所
蔵
文
書
の
整
理
・
研
究

が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
種
々
の
『
大
雲
寺
縁
起
』
の
紹
介
文
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。『
実
相
院
蔵
古
典
籍
調
査
報
告
資
料
集
』
第

五
輯
（
実
相
院
古
典
籍
調
査
研
究
会
、
二
〇
〇
四
年
）
所
収
の
佐
尾
希
氏
に
よ
る
「
資
料
解
題
・
実
相
院
蔵
『
大
雲
寺
縁
起
』」
が
そ
れ
で

あ
る
。
筆
者
の
調
査
不
足
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
本
資
料
集
は
私
家
版
で
あ
る
た
め
、
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
お
け
る
検
索
で
も
ヒ
ッ
ト
せ

ず
、
筆
者
は
見
落
と
し
て
お
り
、
前
稿
で
は
そ
の
業
績
を
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
（
国
立
国
会
図
書
館
に
も
収
蔵
さ
れ
て
い
な
い
）。
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そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
次
節
に
お
い
て
佐
尾
氏
検
討
の
各
種
『
大
雲
寺
縁
起
』
の
紹
介
、
及
び
、
東
大
蔵
実
相
院
本
の
位
置
づ
け
に
つ
い

て
簡
単
に
述
べ
る
。
第
三
節
で
は
、
そ
の
後
の
調
査
の
過
程
で
判
明
し
た
前
稿
の
訂
正
箇
所
を
示
し
、
第
四
節
で
は
、
前
稿
で
は
翻
刻
で
き

な
か
っ
た
東
大
蔵
実
相
院
本
所
収
の
「
大
雲
寺
諸
堂
目
録
」
及
び
、
無
項
目
名
の
大
雲
寺
に
関
与
し
た
名
哲
の
系
図
（
仮
題
「
当
寺
名
哲
之

系
図
」２
）
を
紹
介
す
る
。

 

な
お
、
佐
尾
氏
の
論
考
及
び
関
連
の
廣
田
収
「『
大
雲
寺
縁
起
』
本
縁
起
と
略
縁
起
」（『
実
相
院
蔵
古
典
籍
調
査
報
告
資
料
集
』
第
八
輯
、

実
相
院
古
典
籍
調
査
研
究
会
、
二
〇
〇
七
年
）
は
、
廣
田
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
謝
意
を
述
べ
た

い
３

。

二
、『
大
雲
寺
縁
起
』
諸
本
の
紹
介

　
現
在
、
手
軽
に
手
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
『
大
雲
寺
縁
起
』
は
、
活
字
化
さ
れ
て
い
る
続
群
書
類
従
本
（『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
七
輯

上
所
収
）
と
大
日
本
仏
教
全
書
本
（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
寺
誌
部
一
所
収
）
に
な
る
。
両
本
と
も
彰
考
館
本
を
底
本
と
し
て
お
り
、
多
少

の
字
句
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
内
容
は
同
一
で
あ
る
。
ま
た
、『
国
書
総
目
録
』
に
よ
る
と
、
写
本
と
し
て
、
京
都
大
学
（
京
都
大
雲
寺
蔵

本
写
）・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
（
京
都
実
相
院
蔵
本
写
）・
同
（
尊
経
閣
蔵
本
写
）・
尊
経
閣
文
庫
（
貞
享
元
年
写
）・
無
窮
会
神
習
文
庫
（
文

政
四
年
隆
賢
写
）
の
諸
本
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
前
稿
で
対
象
と
し
た
東
大
蔵
実
相
院
本
（
請
求
記
号
は
三
〇
一
五
―
一
四
）
は
全

十
八
丁
で
、「
大
雲
寺
縁
起
」
の
後
に
、「
大
雲
寺
諸
堂
目
録
」
と
無
項
目
名
の
大
雲
寺
に
関
与
し
た
名
哲
の
系
図
（
仮
題
「
当
寺
名
哲
之
系

図
」）
が
付
さ
れ
て
い
る
。
十
九
丁
目
に
は
、

　
　
右
大
雲
寺
縁
起
　
　
　
　
　
　
　
　
一
巻
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山
城
國
愛
宕
郡
岩
倉
村
実
相
院
蔵
本
明
治
十
九
年

　
　
　
　
　
九
月
編
修
星
野
恒
採
訪
二
十
一
年
一
月
影
寫
了

と
記
さ
れ
て
お
り
、
当
該
本
の
東
大
史
料
編
纂
所
へ
の
影
写
年
代
（
明
治
二
十
一
年
﹇
一
八
八
八
﹈）
と
採
訪
者
（
星
野
恒
）
が
判
明
す
る
。

星
野
恒
は
明
治
政
府
が
行
っ
て
い
た
修
史
事
業
の
中
心
的
人
物
の
一
人
で
あ
り
、
本
「
大
雲
寺
縁
起
」
が
修
史
事
業
の
一
環
と
し
て
写
さ
れ

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
、『
国
書
総
目
録
』
に
は
収
載
さ
れ
て
い
な
い
諸
本
の
存
在
を
早
く
か
ら
指
摘
し
た
の
が
、
角
田
文
衞
氏
で
あ
る
４

。
氏
に
よ
る
と
、

実
相
院
に
は
、
更
に
寛
永
四
年
藤
木
敦
直
書
写
奥
書
本
・
寛
永
七
年
恕
融
書
写
奥
書
本
が
あ
る
と
い
う
。
以
下
、
角
田
氏
の
分
類
を
掲
げ
る
。

　 

（
１
）『
大
雲
寺
縁
起
』（
甲
本
）
…
『
続
群
書
類
従
』、『
大
日
本
仏
教
全
書
』
寺
誌
部
一
所
収
本
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
底
本
は
彰
考
館
本

で
あ
る
。

　 

（
２
）『
大
雲
寺
縁
起
』（
乙
本
）
…
実
相
院
所
蔵
寛
永
四
年
藤
木
敦
直
書
写
奥
書
本
。
紙
本
墨
書
の
巻
子
本
。
内
容
は
甲
本
と
ほ
ぼ
同
様

で
、
多
少
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。
原
本
は
天
文
十
六
年
（
一
五
四
七
）
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。

　 

（
３
）『
大
雲
寺
縁
起
』（
丙
本
）
…
実
相
院
所
蔵
寛
永
七
年
恕
融
書
写
奥
書
本
。
紙
本
墨
書
の
巻
子
本
。
記
事
最
も
詳
密
で
は
あ
る
が
、

重
要
事
項
に
つ
い
て
は
甲
乙
両
本
と
内
容
的
に
変
わ
り
が
な
い
し
、
ま
た
一
方
、
伝
説
的
要
素
が
よ
り
多
く
加
わ
っ
て
い
る
。

ま
た
、
巻
末
に
は
以
下
の
奥
書
が
あ
る
。

右
一
巻
者
、
古
今
先
賢
所
録
之
縁
起
并
伝
記
等
、
雖
有
之
、
数
巻
而
弗
易
見
之
。
故
多
巻
中
取
肝
要
、
且
以
中
世
之
伝
記
補

其
闕
略
、
考
正
年
代
等
、
為
全
巻
。
故
不
顧
禿
毫
令
清
書
者
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
寛
永
七
庚
寅

年
八
月
吉
日
権正

教

院大
僧
都
恕
融
年
卅
四
戒
二
十

　 

（
４
）『
大
雲
寺
縁
起
絵
巻
』
…
紙
本
彩
色
の
巻
子
本
。
絵
詞
は
、
乙
本
に
よ
っ
た
和
文
。
大
雲
寺
造
営
の
様
子
を
描
い
た
絵
に
み
ら
れ
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る
職
人
の
服
装
な
ど
は
、
原
本
が
室
町
時
代
に
な
っ
た
こ
と
を
証
示
し
て
い
る
。

　
以
上
、
四
種
を
指
摘
し
て
い
る
。
甲
本
は
、「
大
雲
寺
縁
起
」
の
後
に
、「
大
雲
寺
諸
堂
記
」「
当
寺
明
哲
之
系
図
」
が
続
き
、
以
下
の
奥

書
が
あ
る
。

古
本
依
繁
多
。
撰
略
書
之
。
老
極
ト
云
。
病
中
ト
云
。
旁
以
文
字
之
不
同
落
字
雖
不
少
其
憚
。
備
後
覧
之
亀
鏡
。
若
有
後
見
之
人
者
。

可
預
南
無
阿
弥
陀
仏
一
返
御
廻
向
而
已
。

　
　
　
　
　
　
　
天
正
十
七
年
己
丑
八
月
廿
八
日
　
権
少
僧
都
賢
慶
生
年
七
十
三
歳

　
さ
ら
に
、

　
　
　
　
　
　
右
大
雲
寺
縁
起
壱
冊
。
元
禄
壬
申
之
冬
、
佐
々
宗
淳
獲
之
京
師
寫
。

と
、
書
写
年
代
（
元
禄
壬
申
﹇
元
禄
五
年
、
一
六
九
二
﹈）
と
書
写
者
（
佐
々
宗
淳
）
が
判
明
す
る
。
ま
た
、
乙
本
に
は
、「
大
雲
寺
諸
堂
目

録
」
が
附
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
甲
本
に
附
さ
れ
て
い
る
「
大
雲
寺
諸
堂
記
」
よ
り
詳
細
な
内
容
を
有
し
て
い
る
。

　
以
上
ま
で
は
、
前
稿
に
お
い
て
言
及
し
た
内
容
で
あ
る
が
、
上
述
の
通
り
、
そ
の
後
佐
尾
氏
の
論
考
の
存
在
を
知
っ
た
。
以
下
、
佐
尾
氏

の
紹
介
し
た
諸
本
に
つ
い
て
、
氏
の
ま
と
め
に
従
っ
て
簡
単
に
紹
介
す
る
５

。

　
佐
尾
氏
は
、論
考
中
で
十
種
の
縁
起
を
紹
介
し
、そ
れ
ら
を
「
本
縁
起
」
と
「
新
縁
起
」
に
分
類
す
る
。
前
者
は
、大
雲
寺
の
「
開
闢
之
事
」

が
中
心
と
な
っ
て
い
る
縁
起
で
あ
り
、
後
者
は
「
建
武
已
来
之
事
」
が
記
さ
れ
て
い
る
縁
起
で
あ
る
。
こ
の
分
類
は
、〈
Ｆ
〉
実
相
院
蔵
『
大

雲
寺
旧
記
』
の
記
述
に
よ
っ
て
い
る
と
い
う
（
な
お
、
記
号
や
史
料
名
は
全
て
佐
尾
氏
の
記
載
に
よ
る
）。

　
本
縁
起
は
、
五
種
あ
り
、〈
Ａ
〉
実
相
院
蔵
『
大
雲
寺
縁
起
』・〈
Ｂ
〉
実
相
院
蔵
『
大
雲
寺
縁
起
』・〈
Ｃ
〉
実
相
院
蔵
『
実
相
院
門
跡
支

配
石
座
山
大
雲
寺
寺
録
并
絵
図
』・〈
Ｄ
〉
実
相
院
蔵
『
大
雲
寺
縁
起
』・〈
Ｅ
〉
実
相
院
蔵
『
大
雲
寺
縁
起
』
と
な
る
。
さ
ら
に
続
群
書
本
・

京
都
大
学
蔵
本
（
以
下
、
京
大
本
）
も
こ
の
本
縁
起
に
分
類
さ
れ
る
。
な
お
、
佐
尾
氏
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
同
じ
彰
考
館
本
を
底
本
と
す
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る
大
日
本
仏
教
全
書
本
と
、
京
大
本
と
同
一
本
を
書
写
し
た
と
思
わ
れ
る
東
大
蔵
実
相
院
本
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
）
も
、
佐
尾
氏
の

分
類
に
従
う
と
、
こ
ち
ら
に
配
さ
れ
る
。〈
Ｂ
〉
は
、
佐
尾
氏
紹
介
の
書
誌
に
よ
る
と
角
田
氏
紹
介
の
乙
本
と
同
一
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
佐
尾
氏
は
こ
の
中
で
京
大
本
が
最
も
成
立
が
古
く
（
一
五
二
〇
年
）、
内
容
も
豊
富
で
あ
り
、〈
Ｂ
〉〈
Ｃ
〉
は
京
大
本
か
ら
の
抄
出
本
で

あ
る
こ
と
６

、
ま
た
、〈
Ｄ
〉
は
〈
Ｂ
〉〈
Ｃ
〉
の
内
容
を
簡
略
化
し
、
和
文
体
で
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、〈
Ｅ
〉
は

内
容
か
ら
〈
Ｂ
〉〈
Ｃ
〉
と
は
別
系
統
の
本
を
参
照
し
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。
な
お
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
柳
原
家
旧
蔵
本
『
社
寺
縁

起
部
類
』
に
「
大
雲
寺
縁
起
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
多
少
の
字
句
の
異
同
・
誤
脱
や
文
字
配
り
に
違
い
が
あ
る
も
の
の
上
記
〈
Ｄ
〉

と
同
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
く
７

。

　
一
方
、
新
縁
起
は
〈
Ｆ
〉
実
相
院
蔵
『
大
雲
寺
旧
記
』・〈
Ｇ
〉
実
相
院
蔵
『
大
雲
寺
縁
起
』・〈
Ｈ
〉
実
相
院
蔵
『
大
雲
寺
本
尊
略
記
』・〈
Ｉ
〉

実
相
院
蔵
『
大
雲
寺
旧
記
』・〈
Ｊ
〉
実
相
院
蔵
『
大
雲
寺
縁
起
』
の
五
種
と
な
る
。〈
Ｊ
〉
は
、
佐
尾
氏
紹
介
の
書
誌
に
よ
る
と
角
田
氏
紹

介
の
丙
本
と
同
一
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
８

。

　三
、
前
稿
の
訂
正
―
京
大
本
と
の
校
異
―

　
前
節
で
紹
介
し
た
佐
尾
氏
紹
介
の
実
相
院
蔵
諸
本
の
中
に
、
前
稿
で
翻
刻
・
紹
介
し
た
東
大
蔵
実
相
院
本
と
同
じ
も
の
は
含
ま
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
前
稿
執
筆
時
に
未
調
査
で
あ
っ
た
京
大
本
を
前
稿
発
表
後
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
東
大
蔵
実
相
院
本
と
藍
本
が
同
じ
も
の
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
京
大
本
に
よ
り
前
稿
に
お
け
る
誤
読
・
補
足
が
可
能
と
な
る
箇
所
も
見
つ
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

本
節
で
は
、
ま
ず
京
大
本
の
書
誌
を
簡
単
に
述
べ
、
そ
の
後
、
前
稿
と
の
校
異
・
訂
正
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
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（
一
）
京
大
本
『
大
雲
寺
縁
起
』
書
誌

　
本
史
料
は
、『
国
書
総
目
録
』
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
が
現
在
も
所
蔵
し
て
い
る
（
請
求
番
号
は
１
―

２
２
タ
６
）。
縦
三
二
・
二
セ
ン
チ
、
横
二
三
・
二
セ
ン
チ
で
、
全
十
七
丁
の
冊
子
本
で
あ
る
。
外
題
に
「
大
雲
寺
縁
起
　
全
」
と
あ
り
、
内

題
は
「
大
雲
寺
縁
起
」
と
な
っ
て
い
る
。
遊
紙
は
無
く
、
一
オ
か
ら
十
三
オ
ま
で
が
「
大
雲
寺
縁
起
」
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
が
「
大
雲
寺
諸

堂
縁
起
」
及
び
「
当
寺
名
哲
之
系
図
」（
仮
題
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
基
本
的
に
半
丁
九
行
（
一
丁
十
八
行
）
で
あ
り
、
東
大
蔵
実
相
院

本
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
十
七
オ
に
奥
書
が
あ
り
、
そ
れ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
岩
倉
村
大
雲
寺
蔵
書
ニ
ヨ
リ
摸
冩
ス

　
　
原
本
ハ
巻
軸
ナ
ル
モ
展
開
ニ
便
セ
ン
ガ
タ
メ
更
修
册
子

　
　
　
　
大
正
四
年
五
月
下
旬

　
　
　
　
　
　
京
都
帝
国
大
学
図
書
館

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
書
写
年
代
が
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
で
あ
る
こ
と
、
藍
本
が
巻
子
本
で
あ
っ
た
こ
と
、
大
雲
寺
所
蔵
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
東
大
蔵
実
相
院
本
は
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
影
写
が
終
わ
っ
て
お
り
、
京
大
本
に
先
ん
ず
る
。
京
大
本
が
藍
本
を

大
雲
寺
所
蔵
と
す
る
の
に
対
し
、
東
大
蔵
実
相
院
本
が
実
相
院
所
蔵
と
し
て
お
り
、
両
者
に
齟
齬
が
あ
る
が
、
両
本
を
比
べ
て
み
て
も
、
訓

点
・
ル
ビ
・
虫
損
・
文
字
送
り
な
ど
が
同
一
で
あ
り
、
共
に
藍
本
は
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
中
世
以
降
、
大
雲
寺
は
実

相
院
の
支
配
下
に
あ
り
９

、
書
写
時
に
多
少
の
錯
誤
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

 

（
二
）
前
稿
の
校
異
・
訂
正

　
本
項
で
は
、
ま
ず
前
稿
原
文
の
校
異
・
訂
正
を
行
い
、
そ
の
後
、
読
み
下
し
の
訂
正
を
行
う
。
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①
原
文
の
校
異
・
訂
正

　
　
・
原
文
は
前
稿
二
四
五
〜
二
五
七
頁
所
載
。

　
　
・
冒
頭
の
数
字
は
前
稿
の
行
数
、
直
後
の
文
字
は
原
文
、
ダ
ッ
シ
ュ
及
び
矢
印
の
後
ろ
は
京
大
本
と
の
異
同
（
原
文
―
京
大
本
、
原
文

↓
京
大
本
）
を
そ
れ
ぞ
れ
示
す
。

　
　
・
矢
印
は
訂
正
箇
所
で
あ
り
、
②
に
て
読
み
下
し
の
変
更
を
示
す
。

　
　
・（
誤
）
と
あ
る
の
は
、
前
稿
で
筆
者
が
誤
読
及
び
記
載
漏
れ
し
て
い
た
た
め
、
今
回
京
大
本
を
も
参
考
に
し
な
が
ら
訂
正
し
た
も
の

を
指
す
。

　
１
「
清
□
□
□
」
↓
「
清
□
□
華
」（
□
□
は
両
字
と
も
サ
ン
ズ
イ
が
残
る
）

　
３
「
海
水
」
―
「
海
」

　
４
「
結
縁
始
ハ
相
成
」
―
な
し
（
虫
損
に
よ
る
）

　
５
「
域
」
―
「
□
」（
土
篇
が
残
る
）

　
６
「
御
宇
」
―
「
□
宇
」（
虫
損
に
よ
る
）、「
歳
佛
」
―
な
し
（
虫
損
に
よ
る
）

　
10
「
齋
明
」
―
「
□
明
」（
虫
損
に
よ
る
）

　
12
「
聖
武
天
皇
」
―
「
聖
武
□
皇
」（
虫
損
に
よ
る
）

　
14
「
甲
午
」
―
「
申
午
」

　
17
「
備
朝
臣
」
―
「
□
朝
臣
」（
虫
損
に
よ
る
）

　
18
「
自
南
」
―
な
し
（
虫
損
に
よ
る
）

　
30
「
□
□
」
↓
「
日
吉
」（
誤
）
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42
「
倚
」
↓
「
傳
」、「
曼
」
↓
「
号
」

　
51
「
椎
」
↓
「
推
」（
誤
。「
ツ
井
」
の
ル
ビ
あ
り
。
訂
正
箇
所
は
同
行
に
二
カ
所
あ
り
。）

　
52
「
椎
」
↓
「
推
」（
誤
）

　
54
「
繡
」
―
「

」

　
58
「
□
」
―
空
格
な
し

　
69
「
月
」
―
「
□
」（
虫
損
に
よ
る
。
京
大
本
、
残
画
「
月
」
に
見
え
る
が
不
明
）

　
77
「
云
々
」
―
「
云
々

」

　
81
「
二
」
↓
「
一
」（
誤
）

　
87
「
衭
」
↓
「
袂
」

　
97
「
依
□
」
↓
「
依
□
□
」（
誤
）

　
99
「
檀
」
↓
「
誓
」

　
105
「
行
」
―
な
し
（
虫
損
に
よ
る
）

　
110
「
三
」
―
「
□
」（
虫
損
に
よ
る
。
京
大
本
、
残
画
「
五
」
に
も
見
え
る
が
不
明
）

　
117
「
忘
」
↓
「
荒
」（
誤
）

　
148
「
戒
」
―
一
部
虫
損
あ
り

　
150
「
関
」
―
「
開
」

　
170
「
丞
」
―
「
承
」（
誤
。
但
し
、
意
味
と
し
て
は
「
丞
」
が
正
し
い
）

　
176
「
時
　
皇
」
↓
「
時
□
皇
」（
誤
）
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177
「
尋
」
―
一
部
虫
損
あ
り

②
読
み
下
し
の
訂
正

　
・
読
み
下
し
は
前
稿
二
一
九
〜
二
四
五
頁
所
載
。

　
・
番
号
は
前
稿
で
付
し
た
項
目
番
号
を
示
す
。

 

〔
１
〕「
清
□
□
□
三
昧
」
↓
「
清
□浄
カ
法
カ□
華
三
昧
」

 

〔
６
〕「
□
□
山
王
を
崇
し
」
↓
「
日
吉
山
王
を
崇
し
」

 

〔
９
〕「
倚
教
曼
家
光
大
師
の
上
息
な
り
」
↓
「
傳
教
の
上
息
な
り
。
家
光
大
師
と
号
く
」

 

〔
11
〕「
一
つ
の
石
椎
有
り
」
↓
「
一
つ
の
石
推つ
い

有
り
」、「
智
者
大
師
之
を
椎
ば
」
↓
「
智
者
大
師
之
を
推
ば
」、「
之
を
椎
く
と
雖
も
」
↓

　
　
　「
之
を
推
く
と
雖
も
」

 

〔
15
〕「
故
に
二
所
に
住
せ
ざ
る
な
り
」
↓
「
故
に
一
所
に
住
せ
ざ
る
な
り
」、「
衭
を
渡
潤
し
」
↓
「
渡
る
に
袂
を
潤
し
」

 

〔
16
〕「
顕
密
両
檀
」
↓
「
顕
密
両
誓
」
と
す
べ
き
か
？

 

〔
19
〕「
久
し
か
ら
ず
し
て
忘
廃
の
地
と
」
↓
「
久
し
か
ら
ず
し
て
荒
廃
の
地
と
」

四
、「
大
雲
寺
諸
堂
目
録
」
及
び
「
当
寺
名
哲
之
系
図
」（
仮
題
）
の
翻
刻

 

（
一
）「
大
雲
寺
諸
堂
目
録
」

　
本
節
で
は
、
前
稿
に
お
い
て
未
翻
刻
で
あ
っ
た
東
大
蔵
実
相
院
本
所
収
の
「
大
雲
寺
諸
堂
目
録
」
及
び
「
当
寺
名
哲
之
系
図
」（
仮
題
）

の
翻
刻
を
行
う
。「
大
雲
寺
諸
堂
目
録
」
は
「
大
雲
寺
縁
起
」
収
載
の
後
の
十
五
丁
目
か
ら
記
載
が
は
じ
ま
り
、
十
六
丁
目
（
十
六
ウ
）
に
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終
わ
る
。
京
大
本
も
同
様
に
本
目
録
は
収
載
さ
れ
て
お
り
、
十
三
ウ
か
ら
十
四
ウ
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
目
録
は
角
田
氏
紹
介
の

乙
本
・
佐
尾
氏
紹
介
〈
Ｂ
〉
に
も
収
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
翻
刻
は
島
津
草
子
氏
が
紹
介
し
て
い
る
 10

。
同
様
に
今
回
、
佐
尾
氏
紹
介
〈
Ｃ
〉

に
も
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ
ら
と
東
大
蔵
実
相
院
本
は
配
列
な
ど
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
が
、多
少
の
異
同
も
あ
り
、

そ
の
点
は
以
下
の
翻
刻
に
際
し
て
「
校
異
」
と
し
て
注
記
す
る
。
ま
た
、
乙
本
・〈
Ｂ
〉・〈
Ｃ
〉
に
は
、
本
節
（
二
）
で
紹
介
す
る
系
図
に

関
す
る
部
分
は
収
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　
続
群
書
本
に
は
「
大
雲
寺
諸
堂
記
」
中
に
「
大
雲
寺
諸
堂
目
録
」
と
「
当
時
名
哲
之
系
図
」
が
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、東
大
蔵
実
相
院
本
（
及

び
乙
本
）
は
、
続
群
書
本
所
収
の
も
の
よ
り
記
載
が
詳
細
で
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
参
考
の
た
め
、
以
下
に
続
群
書
本
に
載
る
目
録
の
諸
堂

の
み
を
記
載
順
に
掲
げ
て
お
く
。

　
　 

〔
中
大
門
〕
成
金
剛
院
、
正
教
院
、
定
林
院
、
如
法
院
、
寶
塔
院
、
持
寶
院
、
金
龍
院
、
圓
生
樹
院
、
最
勝
院
、
尊
光
院

　
　 

〔
南
大
門
〕
平
等
院
、
理
智
院
、
新
御
堂
、
普
賢
堂
、
西
南
院
、
權
現
堂

　
　 

〔
北
之
門
〕
西
光
院
、
成
教
院
、
浄
雲
寺
、
如
来
寺
、
吉
倉
寺
、
願
成
寺
、
脇
庄
寺
、
善
法
寺

 

【
翻
刻
】（
細
字
・
割
注
は
〈
／
〉
で
示
す
。）

 

﹇
十
五
オ
﹈

　
　
大
雲
寺
諸
堂
目
録

成
金
剛
院
〈
本
尊
　
金
剛
童
子
　
不
動
　
毘
沙
門
　
山
本
供
奉
理
念
建
立
〉

安
養
院
〈
本
尊
　
丈
六
弥
陁
　
枇
杷
大
納
言
延
元
建
立
〉

正
教
院
〈
〻
〻
　
六
観
音
　
威
儀
師
　
延
源
〻
立
〉

（
あ
）
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定
林
院
〈
〻

（
い
）

〻
　
後
三
条
院
御
願
　
備
前
守
朝
棟
立
　
延
㐂
末
孫
云
〻
／
此
院
前
有
大
池
　
又
有
立
石
下
　
宣
被
召
之
　
立
石
（
う
）

□
□
重

　
　
　
石
十
余
　
石
一
牛
十
二
頭
被
引
也
〉　

平
南
大
門

等
院
〈
〻
〻
　
尊
星
王
　
兵
部
卿
親
（
え
）

王
悟
圓
久
住
此
院
　
有
名
水
〉

理同

智
院
〈
式
マ
卿
親
（
お
）

王
　
悟
覚
〉

福
泉
寺
〈
弥等

身

勒
　
延
喜
年
中
立
　
秦
（
か
）

〉

 

﹇
十
五
ウ
﹈

如
法
院
〈
法
花
曼
陁
羅
木

（
き
）

像
四
十
六
尊
（
く
）

／
善
（
け
）

恵
大
師
立
〉
（
こ
）

宝
塔
院
〈
法
花
曼
陁
羅
木
像
四
十
六
尊
／
善
恵
〻
〻
立
〉
（
さ
）

持
宝
院
〈
如
（
し
）

意
輪
　
文
慶
立
〉

金
龍
院
〈
丈

（
す
）

六
弥
陁
　
明
範
立
〉

圓
生
樹
院
〈
宇
治
大
納
言
隆
国
立
〉

最
勝
院
〈
毘

（
せ
）

沙
門
三
尺
　
隆
覚
立
〉

尊
光
院
〈
丈

（
そ
）

六
弥
陁
　
隆
國
立
〉

 

﹇
十
六
オ
﹈

新
御
堂
〈
治
部
卿
―

（
た
）

立
〉

普
賢
堂
〈
御
匱

（
ち
）

殿
立
〉

西
南
院
〈
民
マ
卿
俊
明
立
〉

西
北
大
門

光
院
〈
丈
（
つ
）

六
弥
陁
　
三
重
塔
　
陸
奥
太
守
國
俊
立
〉
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新山
本

御
堂

如
来
寺
〈
弥

（
て
）

陁
　
内
記
聖
立
〉

浄
雲
寺
〈
在
定
林
院
西
〉

成
教
院
〈
秦

（
と
）

重
立
〉

権
南
大
門

現
堂
〈
俊
明
立
〉

 

﹇
十
六
ウ
﹈

吉
倉
寺
〈
等
身
不
動
　
関
白
殿
立
〉

願
成
寺
〈
号
隠
家
谷
別
所
〉

脇
庄
寺
〈
等
身
藥
師
〉

善
法
寺

蓮
福
泉
寺

光
院
〈
丈
六
弥
陁
〉

　
　
已
上

 

【
校
異
】

　
　
・
乙
本
（
島
津
氏
紹
介
）
と
の
校
異
を
基
本
と
し
、
乙
本
と〈
Ｂ
〉〈
Ｃ
〉と
が
異
な
る
場
合
の
み
、
そ
の
相
異
を
細
字
で
カ
ッ
コ
内
に
示
す
。

　
　
・
異
体
字
や
繰
り
返
し
記
号
（
た
と
え
ば
、「
〻
〻
」
を
「
本
尊
」
と
し
て
い
る
な
ど
）
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
。

　
　 

（
あ
）
以
下
の
文
章
有
り
「
源
泉
当
院
住
源
泉
幼
少
時
当
院
池
漕
船
以
金
古
鋤
漕
之
鋤
抜
（〈
Ｂ
〉〈
Ｃ
〉
は
「
援
」）

池
底
干
（〈
Ｂ
〉〈
Ｃ
〉
は
「
于
」）

時
僧
正
向
本
堂
誓
願
日
（〈
Ｂ
〉〈
Ｃ
〉
は
「
曰
」）

我
若
預
観
音
加
被
立
身
可
揚
名
者
只
一
度
可
指
入
彼
古
鋤
其
後
指
入
池
底
古
鋤
本
柄
八
（〈
Ｂ
〉

〈
Ｃ
〉
は
「
入
」）

引
上
見
之
不
相
違
（〈
Ｂ
〉
は
「
耿
」）

根
本
之
鋤
也
伽
藍
興
隆
先
兆
（〈
Ｂ
〉〈
Ｃ
〉
は
「
地
」）

珍
重
〻
〻
（〈
Ｂ
〉〈
Ｃ
〉は
「
云
云
」
）

誠
有
其
瑞
即
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名
徳
也
鋤
上
水
ト
云
テ
名
水
ア
リ
」。（
い
）「
〻
〻
」
字
、
無
し
。（
う
）「
石
□
□
」
を
「
大
悲
」
に
作
る
。（
え
）「
親
王
悟
圓
」
を

「
悟
円
親
王
」
に
作
る
。（
お
）「
親
王
　
悟
覚
」
を
「
悟
覚
親
王
」
に
作
る
。（
か
）「
秦
」
字
、
無
し
。（
き
）「
木
」
を
「
本
」
に
作

る
。（
く
）「
尊
」
字
の
後
に
「
五
大
尊
像
大
佛
師
元
祖
定
肇
作
」
有
り
。（
け
）「
善
」
を
「
喜
」
に
作
る
（〈
Ｂ
〉〈
Ｃ
〉
は
「
善
」）
。（
こ
）
以

下
の
文
章
有
り
「
此
道
場
内
陣
潔
斎
不
精
進
之
輩
禁
之
宛
如
慈
覚
大
師
根
本
如
法
経
云
〻
五
大
尊
奉
安
置
如
法
院
百
日
之
間
善
恵
修
不

動
護
摩
供
（〈
Ｂ
〉〈
Ｃ
〉
は
「
養
」
字
有
り
）

炉
中
現
三
尺
不
動
尊
云
〻
」。（
さ
）
以
下
の
文
章
有
り
「
当
院
巽
方
有
大
槻
樹
枝
葉
茂
盛
大
師
坐

禅
誦
経
給
夜
半
計
無
風
雪
冒
件
樹
枝
俄
折
落
地
大
師
為
恠
処
其
暁
自
伊
勢
太
神
宮
〈
或
貴
布
彌
云
〻
〉
有
御
使
〈
号
雙
環
童
子
〉
云
大

師
誦
経
声
遥
至
大
梵
天
不
離
内
外
宮
聴
聞
雖
為
足
猶
為
結
縁
所
参
臨
也
而
眷
属
之
神
士
多
居
木
枝
故
折
畢
不
可
為
恠
云
〻
成
此
言
訖
童

子
忽
隠
又
（〈
Ｂ
〉〈
Ｃ
〉
は
「
ヌ
」）
」。（
し
）「
如
」
字
の
前
に
「
本
尊
」
有
り
。（
す
）「
丈
」
字
の
前
に
「
本
尊
」
有
り
。（
せ
）「
毘
沙
門
三
尺
」

を
「
本
尊
」
に
作
る
。（
そ
）「
丈
六
弥
陁
」
字
、
無
し
。（
た
）「
―
」
字
、
無
し
。（
ち
）「
匱
」
を
「
匣
」
に
作
る
。（
つ
）「
丈
」
字
の

前
に
「
本
尊
」
有
り
。（
て
）「
弥
」
字
の
前
に
「
本
尊
」
有
り
。（
と
）「
秦
」
を
「
泰
」
に
作
る
（〈
Ｂ
〉〈
Ｃ
〉
は
「
秦
」）
。

 

（
二
）「
当
寺
名
哲
之
系
図
」（
仮
題
）

　
本
系
図
は
、
東
大
蔵
実
相
院
本
で
は
十
六
ウ
か
ら
十
八
ウ
ま
で
、
京
大
本
は
十
五
オ
か
ら
十
六
オ
ま
で
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
示

す
と
お
り
、
本
系
図
は
智
辨
（
余
慶
の
諡
）
か
ら
は
じ
ま
る
。
こ
の
点
は
、
続
群
書
本
所
収
の
系
図
で
も
同
様
で
あ
る
。

　 

『
大
雲
寺
縁
起
』（
以
下
、
引
用
は
東
大
蔵
実
相
院
本
）
に
よ
る
と
、
大
雲
寺
は
、

抑
そ
も
北
岩
蔵
山
大
雲
寺
は
、
六
十
四
代
円
融
院
御
願
の
園
城
寺
の
別
院
な
り
。
本
堂
は
本
院
の
左
大
臣
の
旧
宅
を
引
き
移
し
、
真
覚

上
人
が
之
を
造
る
。
本
尊
は
日
野
中
納
言
敦
忠
卿
室
家
の
持
仏
た
る
長
谷
観
音
の
御
素
木
の
第
二
切
を
以
て
す
る
行
基
菩
薩
の
真
作
等

身
の
金
色
の
十
一
面
観
音
な
り
。
本
願
は
敦
忠
の
息
文
範
卿
な
り
。
勅
使
敦
忠
卿
な
り
、
と
云
々
。
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と
あ
る
よ
う
に
、
円
融
天
皇
の
御
願
寺
で
あ
り
、
藤
原
文
範
の
誓
願
に
よ
り
、
真
覚
が
造
営
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
真
覚
は
こ
こ
で
勅
使
と

さ
れ
て
い
る
藤
原
敦
忠
の
子
で
あ
る
佐
理
の
法
名
で
あ
る
 11

。
と
な
る
と
、
大
雲
寺
の
開
基
は
真
覚
と
な
る
の
で
あ
り
、
系
図
で
も
そ
の
名

が
見
え
て
も
お
か
し
く
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
真
覚
の
名
は
見
え
な
い
。
た
だ
し
、
角
田
氏
に
よ
る
と
、
丙
本
に
真
覚
が
余
慶
（
智
辨
）

の
入
室
の
弟
子
で
あ
る
と
の
記
述
が
あ
り
 12

、
氏
は
、
こ
れ
を
事
実
と
見
て
い
る
。
こ
の
点
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
系
図
で
智
辨
を
冒
頭
に

お
い
て
い
る
の
も
納
得
で
き
る
が
、
そ
れ
で
も
本
系
図
に
真
覚
の
名
が
見
え
な
い
の
は
、
真
覚
の
大
雲
寺
へ
の
貢
献
を
考
え
て
も
不
審
で
あ

る
。
本
系
図
は
、『
大
雲
寺
縁
起
』
に
載
る
開
基
の
縁
起
と
は
異
な
る
レ
ベ
ル
で
作
成
さ
れ
た
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
縁

起
で
最
重
要
視
さ
れ
て
い
る
成
尋
を
軸
に
作
成
さ
れ
た
た
め
、
直
系
と
は
な
ら
な
い
真
覚
は
無
視
さ
れ
た
な
ど
。
ま
た
、
角
田
氏
に
よ
る
と
、

余
慶
の
付
法
の
弟
子
十
八
人
に
真
覚
の
名
は
見
い
だ
せ
な
い
と
い
う
。早
く
か
ら
真
覚
は
系
図
か
ら
落
ち
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
問
題
に
簡
単
に
結
論
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、『
大
雲
寺
縁
起
』
と
は
別
の
論
理
で
系
図
が
作
成
さ
れ
た
可
能

性
は
指
摘
し
う
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
東
大
蔵
実
相
院
本
が
「
大
雲
寺
縁
起
」「
大
雲
寺
諸
堂
目
録
」「
当
寺
名
哲
之
系
図
」
の
三
種

が
混
在
し
構
成
さ
れ
て
い
る
、す
な
わ
ち
、幾
つ
か
の
成
立
段
階
を
経
て
現
在
の
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
（
前

稿
で
も
そ
の
点
は
触
れ
た
）。
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【
翻
刻
】（
以
下
、
紙
数
は
省
略
）

智
辨
僧
正
―
　〈
筑
前
国
人
　
横
川
飯
室
座
主
餘
慶
　
号
観
音
院
〉

　
　
　
　
　
―
観
修
僧
正
〈
智諡

号

静
　
解
脱
寺
本
願
〉

　
　
　
　
　
―
勝
算
僧
正
〈
観
智
　
修
覚
院
本
願
〉

　
　
　
　
　
―
文
慶
法
印
〈
岩
蔵
別
當
〉

　
　
　
　
　
―
慶
祚
大
阿
闍
梨

　
　
　
　
　
―
義
観
阿
闍
梨

文岩
蔵
別
当慶
法
印
―

　
　
　
　
　
―
成
尋
阿
闍
梨
〈
善
恵
大
師
〉　
　
　
　 

―
隆山

明本

僧
正
―
―
覚宝

生

房仙
僧
都
〈
御
室
戸
本
願
〉

　
　
　
　
　
―
惟
尊
法
橋
〈
松
本
〉
―
―
連山

昭本

僧
都
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

―
頼
縁
供
奉  

―
明
範
闍
梨
―

　
　
　
　
　
―
馬
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
義
誉
供
奉

　
　
　
　
　
―
中
将
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
皇
賢
〻
〻

善文
慶
入
室恵
大
師
―
　〈
成
尋
〉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
行
顕
〻
〻

　
　
　
　
　
―
隆
覚
阿
闍
梨
〈
円
生
樹
院
〉

　
　
　
　
　
―
俊
慶
〻
〻
〻
〈
傳
法
房
〉

　
　
　
　
　
―
俊
顕
〻
〻
〻
〈
定
林
院
〉

　
　
　
　
　
―
円
慶
〻
〻
〻
〈
教
跡
房
〉　
―
―
義教

生

房誉
供
奉
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大
阿
闍
梨
―
　〈
慶
祚
〉

　
　
　
　
　
―
永
円
僧
正
〈
平
等
院
宮
〉
―

　
　
　
　
　
―
源入
室

泉
〻
〻
　
　
　
　
　
　
　
―
悟
圓
〈
兵
マ
卿
親
王
〉
―

　
　
　
　
　
―
心
誉
〻
〻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
行
尊
―

　
　
　
　
　
―
任
円
内
供
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
行
慶
―

　
　
　
　
　
―
智
円
阿
闍
梨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
道
恵

　
　
　
　
　
―
忠
命
法
橋

　
　
　
　
　
―
慶
縁
闍
梨

　
　
　
　
　
―
定
基
僧
都

　
　
　
　
　
―
良
秀
〻
〻

　
　
　
　
　
―
行
円
〻
〻

　
　
　
　
　
―
恒
久
闍
梨

　
　
　
　
　
―
壽
増
〻
〻

　
　
　
　
　
―
芳
盛
〻
〻
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山
本
阿
闍
梨
―
　〈
賀
延
　
自
大
阿
闍
梨
上
臈
也
〉

　
　
　
　
　
　
―
連
昭
僧
都
〈
山
本
　
勝
算
僧
正
入
室
〉

　
　
　
　
　
　
―
明
尊
僧
正
〈
円
満
院
〉

　
　
　
　
　
　
―
長
守
僧
正
〈
世
尊
寺
〉

　
　
　
　
　
　
―
源
泉
僧
正
〈
法
輪
院
〉
―
　
静御

尊堂

僧僧

都都

―

　
　
　
　
　
　
―
慶
暹
律
師
〈
百
光
房
〉　
　
　
　
　
　
　 

―
覺鳥

猷羽

僧僧

正正

 

（
１
）
大
阿
闍
梨
〈
慶
祚
〉
左
傍
に
「
寛
仁
三
年
十
二
月
廿
二
日
戌
時
入
滅
」
と
有
り
。

 

（
２
）
十
八
オ
下
部
（
大
阿
闍
梨
〈
慶
祚
〉
下
部
）
に
「
内
外
典
悉
曇
能
書
顕
密
長
論
義
第
一
人
也
」
と
有
り
。

 

（
３
）
十
八
ウ
下
部
に
以
下
の
文
章
が
載
る
。（
乙
本
・〈
Ｂ
〉・〈
Ｃ
〉
で
は
類
似
の
文
章
が
、
目
録
中
の
「
正
教
院
」
に
付
さ
れ
て
い
る
）

　
　
　
源
泉
僧
正
之
事

幼
少
時
正
教
院
池
漕
舩
以
金
古
鋤
漕
之
鋤
抜
落
池
底
于
時
僧
正
向
本
堂
誓
願
曰
我
若
願
観
音
加
被
立
身
可
揚
名
者
只
一
度
可
指
入
彼

古
鋤
其
後
指
入
池
底
古
鋤
本
柄
入
引
上
見
之
少
不
相
違
根
本
之
鋤
也
伽
藍
興
隆
先
地
珎
重
〻
〻
誠
有
其
瑞
即
各
徳
也

　 

﹇
参
考
：
続
群
書
本
関
連
箇
所
﹈

福
泉
寺
鋤
上
水
之
事
。
源
泉
大
僧
正
小
童
之
時
、〔
庭
ノ
〕
池
サ
ラ
ユ
ル
ニ
、
鋤
ノ
サ
キ
水
底
落
。
舟
傾
下
テ
ト
ラ
ン
ト
ス
ル
ニ
、

兒
之
御
覽
、
吾
佛
法
成
就
、
其
鋤
サ
キ
柄
付
上
ラ
ン
ト
ノ
給
間
、
柄
水
江

入
ケ
レ
バ
、
ク
ヒ
ツ
キ
テ
ア
ガ
ル
。
仍
鋤
上
水
ト
云
。

 

【
付
記
】
翻
刻
を
許
可
し
て
下
さ
っ
た
実
相
院
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
許
可
し
て
下
さ
っ
た
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
は
、
こ
の
場
を
借

り
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
、
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｂ
）（
一
般
）「
前
近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
術
数
文
化
の
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形
成
と
伝
播
・
展
開
に
関
す
る
学
際
的
研
究
」（
課
題
番
号

：16H
03466

）
及
び
「
高
橋
産
業
経
済
研
究
財
団
平
成
28
年
度
研
究
助
成
「『
天

地
瑞
祥
志
』
を
中
心
と
し
た
前
近
代
東
ア
ジ
ア
思
想
・
文
化
の
総
合
的
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

１
　
小
林
真
由
美
・
北
條
勝
貴
・
増
尾
伸
一
郎
編
『
寺
院
縁
起
の
古
層
―
注
釈
と
研
究
―
』（
法
蔵
館
、
二
〇
一
五
年
）
所
収
。
な
お
、
本

縁
起
を
利
用
し
た
関
連
の
拙
稿
「
絡
み
合
う
モ
チ
ー
フ
―
『
大
雲
寺
縁
起
』
所
載
、
成
尋
の
日
本
で
の
奇
瑞
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
小
峯
和

明
編
『
東
ア
ジ
ア
の
仏
伝
文
学
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
予
定
）
が
あ
る
。
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

２
　
こ
の
仮
題
は
、
続
群
書
本
を
例
に
し
て
つ
け
た
。

３
　
実
相
院
古
典
籍
研
究
会
の
成
果
の
一
端
は
、『
京
都
実
相
院
門
跡
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
六
年
）
第
五
章
「
文
事
の
せ
か
い
―
洗
練

さ
れ
た
教
養
・
風
雅
な
生
活
―
」（
廣
田
収
氏
執
筆
）
に
よ
っ
て
披
露
さ
れ
て
い
る
。

４
　
角
田
文
衞
「
大
雲
寺
と
観
音
院
―
創
建
と
初
期
の
歴
史
―
」（『
角
田
文
衞
著
作
集
　
第
四
巻
　
王
朝
文
化
の
諸
相
』、
法
蔵
館
、

一
九
八
四
年
。
初
出
は
一
九
六
八
年
）。

５
　
以
下
の
佐
尾
氏
の
分
類
と
筆
者
の
前
稿
に
お
い
て
の
分
類
と
は
異
な
り
、
筆
者
は
東
大
蔵
実
相
院
本
と
続
群
書
本
と
で
は
系
統
が
異
な

る
こ
と
、
ま
た
、
各
系
統
内
に
お
い
て
も
差
異
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

６
　
佐
尾
氏
は
も
う
一
案
と
し
て
、「
長
徳
三
年
四
月
十
八
日
」
以
降
の
記
事
が
な
い
こ
と
か
ら
、〈
Ｂ
〉
や
〈
Ｃ
〉
が
『
大
雲
寺
縁
起
』
の

古
態
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
が
、
東
大
蔵
実
相
院
本
及
び
京
大
本
で
は
、
縁
起
の
最
後
に
、
永
正
十
七
年
（
一
五
二
〇
）
の
奥
書

が
あ
り
、
そ
の
後
に
諸
堂
目
録
が
続
く
構
成
を
と
っ
て
お
り
、
縁
起
と
目
録
が
元
来
は
別
資
料
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
そ
れ

に
対
し
、〈
Ｂ
〉〈
Ｃ
〉
で
は
両
者
は
一
体
化
し
、
諸
堂
目
録
の
後
に
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
の
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
案
に
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
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７
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
マ
イ
ク
ロ
史
料
で
確
認
。
本
史
料
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
小
倉
慈
司
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
小
倉
「
宮
内
庁

書
陵
部
所
蔵
柳
原
家
旧
蔵
本
目
録
（
稿
）」（
田
島
公
編
『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
』
四
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
参
照
。

８
　
角
田
氏
紹
介
の
丙
本
奥
書
に
は
「
寛
永
七
年
」（
一
六
三
〇
）
と
あ
る
の
に
対
し
、佐
尾
氏
紹
介
の
も
の
に
は
「
宝
永
七
年
」（
一
七
一
〇
）

と
あ
り
、
両
者
で
齟
齬
が
生
じ
て
い
る
。
た
だ
し
、
続
く
年
干
支
「
庚
寅
」
は
宝
永
七
年
で
あ
り
（
寛
永
七
年
は
庚
午
）、
佐
尾
氏
の
紹

介
が
正
し
い
。
な
お
、
丙
本
（〈
Ｊ
〉）
を
含
む
角
田
氏
・
佐
尾
氏
紹
介
の
諸
本
は
現
在
実
相
院
文
書
が
整
理
中
の
た
め
、
筆
者
は
実
見
す

る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。

９
　
長
井
祥
知
「
史
料
の
か
た
り
―
中
世
の
実
相
院
と
大
雲
寺
」（
前
掲
注
3
『
京
都
実
相
院
門
跡
』
所
収
）。

10
　
島
津
草
子
『
成
尋
阿
闍
梨
母
集
・
參
天
台
五
臺
山
記
の
研
究
』（
大
蔵
出
版
、
一
九
五
九
年
）
五
一
〜
五
三
頁
。
前
稿
で
は
、
こ
の
目

録
を
丙
本
と
し
て
い
た
が
、
乙
本
の
誤
り
で
あ
っ
た
（
島
津
著
に
は
「
実
相
院
蔵
の
『
大
雲
寺
縁
起
』（
藤
木
敦
直
筆
）
の
巻
末
に
載
せ

ら
れ
た
」
と
記
し
て
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
乙
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
）。
謝
し
て
訂
正
し
た
い
。
ま
た
、
こ
の
点
を
も
っ
て
前
稿
で

は
「
諸
本
を
大
き
く
続
群
書
本
系
統
（
乙
本
は
こ
の
系
統
）
と
東
大
蔵
実
相
院
本
系
統
（
丙
本
は
こ
の
系
統
）
と
に
分
類
す
る
こ
と
は
で

き
る
が
」（
二
六
五
頁
）
と
し
た
が
、
こ
の
点
は
再
考
（
現
時
点
で
は
カ
ッ
コ
内
を
削
除
）
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
（
た
だ
し
、
両
系
統

が
あ
る
と
い
う
点
に
関
し
て
は
現
在
の
所
、
そ
の
主
張
を
維
持
し
て
お
く
）。
あ
わ
せ
て
、「
大
雲
寺
縁
起
」
の
原
本
成
立
年
代
に
つ
い
て

も
再
考
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
（
前
稿
で
は
不
明
と
し
て
い
る
）、
諸
本
関
係
が
複
雑
で
あ
り
、
妙
考
が
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
（
佐
尾
氏

は
〈
Ｂ
〉〈
Ｃ
〉
が
古
態
で
あ
る
可
能
性
も
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
前
掲
注
６
を
参
照
の
こ
と
）。

11
　
続
群
書
本
で
は
佐
理
を
「
三
国
無
双
之
能
書
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
そ
う
し
た
『
大
雲
寺
縁
起
』
に
関
す
る
混
乱

に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
４
角
田
論
文
に
詳
し
い
。

12
　
こ
の
記
述
は
前
掲
注
４
の
二
七
頁
に
あ
る
。
し
か
し
、
丙
本
と
同
一
と
思
わ
れ
る
〈
Ｊ
〉
に
は
、「
餘
慶
僧
正
入
室
之
附
弟
文
慶
法
印



－ 20－

〈
真
覚
上
人
在
俗
之
子
、
号
菩
提
坊
〉」
と
は
あ
る
が
、
真
覚
が
余
慶
の
入
室
の
弟
子
で
あ
っ
た
と
い
う
記
述
は
な
い
。
こ
れ
は
、
角
田
氏

の
誤
解
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
丙
本
と
〈
Ｊ
〉
は
別
本
な
の
か
明
ら
か
に
し
が
た
い
（
恐
ら
く
前
者
で
あ
ろ
う
）。


